
４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 １ 目 保 健 衛 生 総 務 費

事 業 名 先進的地域情報通信システム開発モデル事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

すこやか親子電子手帳、すこやか健康増進電子手帳、すこやか子育て電
子手帳、すこやか長寿電子手帳の普及、連携する保健福祉情報管理システ
ムの維持管理を行う。

・すこやか親子電子手
帳の利用者を母子手帳
新規交付者の30％以上
とする
・すこやか健康増進電
子手帳の利用者を特定
健診積極的支援対象者
の20％以上とする。

成

果

実
績
値

　平成23年度主な実施内容以下のとおり
・すこやか親子電子手帳
・すこやか健康増進電子手帳
・すこやか子育て電子手帳
・すこやか長寿電子手帳 の運用

すこやか親子電子手帳
利用者　　　　47.1％
すこやか健康増進電子
手帳利用者　　24.0％

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

14,004,000 14,002,380 14,002,380

事 業 名 水道事業会計補助金 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

１　地理的要因による料金格差の是正を行うとともに、水道事業会計の健
　全化を図るため、一般会計から補助金を支出する。

２　東日本大震災により被害を受けた水道施設の復旧を図るとともに企業
　経営の安定に資するため、国庫補助負担金を伴う公営企業の災害復旧事
　業に係る事業費の一部について補助金を支出する。

基本料金（月額）
・５㎥まで   1,800円
・５㎥以上10㎥まで
　　　　　   2,400円
超過料金
10㎥以上１㎥につき
　　　　　　   210円

災害復旧工事　  ３件

成

果

実
績
値

１　水道事業会計の健全化を促進し、水道料金の高騰を防ぐことができ
た。

２　被災した公営企業施設の早期復旧と経営安定が図られた。
　・高室浄水場場内配管応急仮復旧工事
　・高室浄水場災害復旧（場内配管φ250）工事
　・高室浄水場災害復旧（擁壁）工事

基本料金（月額）
・５㎥まで   1,800円
・５㎥以上10㎥まで
　　　　　   2,400円
超過料金
10㎥以上１㎥につき
　　　　　　   210円

災害復旧工事　  ３件

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

166,785,000 149,643,000 149,643,000

衛生費 - 55 -



４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 １ 目 保 健 衛 生 総 務 費

事 業 名 小規模給水施設等設備改良事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　浄水施設の水質管理の充実を図り安全な水を供給する。
屋外自立形水質計器収納盤を設置し、盤内に無試薬残留塩素計を収納し

連続測定を行う。

水質計器収納盤  １面
残留塩素計　    １台

成

果

実
績
値

残留塩素計設置により連続測定が可能となり、安定した水質管理が図ら
れた。また、水質計器収納盤設置で、計装設備の充実化に努めた。

水質計器収納盤  １面
残留塩素計　　  １台

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

5,000,000 4,767,000 4,767,000

事 業 名 すこやか子育て保健事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

親と子の健康の保持増進のため、乳幼児健診や育児相談等事業の充実を
図り、疾病予防及び早期発見・早期治療に努める。特に、むし歯有病率の
減少を図るため、早期からむし歯予防の指導に努める。
また、全出生児を対象に早期家庭訪問を行い、安心・安全に子育てがで

きるよう支援する。
　①家庭訪問
　②集団及び医療機関委託による健康診査（歯科含む）
　③来所・電話による健康相談、乳幼児発達（巡回）相談
　④健康教育：栄養指導、むし歯予防健康教育

産後家庭訪問率
　　　　　　　 100％
３歳児むし歯罹患率
　　　　　　30％以下
各健診受診率　 100％
乳幼児健診　　　48回
乳幼児相談　　　36回
集団歯科健診　　24回

成

果

実
績
値

１　新生児及び産婦の家庭訪問を実施し、心身の状況把握や育児環境等
　個々に応じた支援を行い、育児不安の軽減に努めた。
２　健診・相談を開催し、疾病の予防や早期発見に努め、すこやかな発
　育・発達につながるよう支援した。
３　乳児期から、個別歯科健康教育を実施し、歯科健診やフッ素イオン
　塗布剤を使用した積極的なむし歯予防に取り組んだ。
４　妊婦健康診査にかかる費用を14回助成し、妊婦の健康管理の充実及
　び経済的負担の軽減を図った。

産後家庭訪問率
　　　　　　　98.3％
３歳児むし歯罹患率
　　　　　　　30.4％
各健診受診率　93.9％
乳幼児健診　　　48回
乳幼児相談　　　36回
集団歯科健診　　24回

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

27,573,000 24,342,052 4,383,000 19,959,052

衛生費 - 56 -



４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 １ 目 保 健 衛 生 総 務 費

事 業 名 妊産婦サポート事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

妊産婦が安心安全に妊娠・出産・育児ができるよう支援する。特にも市
内に出産できる医療機関がないことに伴い、市外に通院する妊産婦の通院
費を助成し、経済的負担の軽減を図るとともに、妊婦健診の受診を促進
し、母子の健康管理に努める。
　また、健康教育や家庭訪問指導を充実させ、不安の軽減を図る。
　①妊婦定期健康診査にかかる通院費の助成
　②子育て教室の開催
　③家庭訪問指導

通院費助成件数
　　　　　　   210件
子育て教室　  　４回

成

果

実
績
値

１　子育て支援の一環として、育児中の母親を対象に教室を開催するな
　ど、参加者同士の交流・情報交換等仲間づくりを支援し、子育てのス
　トレスや育児不安の解消に努めた。

２　妊婦定期健康診査にかかる通院費を助成したことにより、経済的負
　担を軽減し健診受診を促進させ、健康管理及び疾病の早期発見・治療
　につながった。

３　全産婦及び出生児を対象に早期家庭訪問指導を行い、健康管理及び
　育児不安の解消に努めた。

通院費助成件数
　　　　　　   180件
子育て教室　  　４回

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

4,131,000 3,160,560 3,160,560

事 業 名 不妊治療支援事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

子どもを希望しているが恵まれないため、治療費が高額な体外受精や顕
微受精（特定不妊治療）をせざるを得ない夫婦に対して、その治療費の一
部を助成することにより経済的負担の軽減を図り、少子化対策の一翼に資
する。
　①夫婦一組に対し、一年度当たり治療１回につき上限10万円まで、
　　年２回を限度に通算５年治療費を助成する。
　②事業の周知を図る。

治療費助成件数　10件

成

果

実
績
値

１　特定不妊治療は健康保健適用外で、治療費が高額(40万円程)である
　ばかりか１回の治療で目的を達成することは困難な状況であることか
　ら、経済的支援として有効であった。24年度は１回の助成限度額を15
　万円に引き上げ、初年度に限り、年度３回までと助成回数を増加し、
　さらなる経済的支援に努める。

２　交付対象者は、県が助成対象者と認めた者であることから、県(中部
　保健所)との連携を図り事業の周知を図ることができた。

治療費助成件数　９件

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

1,010,000 826,710 826,710

衛生費 - 57 - 



４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 １ 目 保 健 衛 生 総 務 費

事 業 名 助産院ねっと・ゆりかご推進事業 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

１　市内にお産を扱う施設がないことによる、妊婦とその家族の不安と身
　体的・経済的負担軽減を図るため、遠隔妊婦健診を主軸とした助産院活
　動を行う。

２　連携医療機関の協力体制を整備し、遠隔妊婦健診を充実させる。

３　健康教育・妊婦訪問を行い、妊産婦の健康保持増進を図るとともに安
　心して出産ができる環境づくりを支援する。

遠隔妊婦健診利用率
　　　　　　    60％
妊婦教室
　実施回数　　  24回
　参加率　　　  30％
両親教室
　実施回数　　  ４回
　夫の参加率　  30％
妊婦訪問実施率
　　　　　　　  70％

成

果

実
績
値

助産院における妊婦健診等の利用者は79名（内市外利用者６名）、妊娠
届け出数に対する市内妊婦利用率は37.2％であった。
妊婦教室・両親教室を通して妊娠中の健康教育を行い、妊産婦の健康保

持増進と、父親の育児参加支援を図った。
妊婦に対し家庭訪問を行い、分娩開始時の対応、産後の経過と諸手続き

について指導を行い不安の軽減に努めた。

遠隔妊婦健診利用率
　　　　　　  39.0％
妊婦教室
　実施回数　　  24回
　参加率　　  23.6％
両親教室
　実施回数　　  ４回
　夫の参加率  28.6％
妊婦訪問実施率
　　　　　　  83.7％

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

5,179,000 4,452,102 101,000 4,351,102

事 業 名 周産期救命スタッフ養成事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

１　新生児蘇生講習会を開催し、妊産婦緊急搬送等周産期救急に携わる助
　産師・救急救命士・消防隊員が新生児蘇生法「専門コース)認定を取得
　し、スキルアップを図る。

２　スタッフのスキルアップ・医療連携による緊急搬送等体制づくりを進
　め、市外に通院する妊産婦の安心を高める。

新生児蘇生講習会
　　　　　　    12回

成

果

実
績
値

新生児蘇生講習会を11回開催し、53名が受講した（平成21年度より合計
182名）。今年度は、他市町村救急救命士（北上２名・花巻２名・陸前高
田５名・大船渡７名）が受講。このことにより通院途中での急変に対する
不安を軽減し、妊産婦の安心感を高めている。
助産師同乗の妊婦緊急搬送は７件。うち３件は救急救命士等とともに新

生児蘇生処置を行い、安全に緊急搬送を行った。

新生児蘇生講習会
　　　　　　　　11回
新生児蘇生法「専門
コース」受講者　53名

助産師同乗妊婦緊急搬
送　　　　　　　７件

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

1,590,000 1,244,385 250,000 994,385

衛生費 - 58 -



４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 １ 目 保 健 衛 生 総 務 費

事 業 名 地域医療推進事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

市内の医師不足を解消するため、県立遠野病院勤務医をはじめ市内開業
医の新規着任に向けた医師招へい活動を実施する。
また、医療機関での医療受診マナーの意識啓発や地域医療推進の環境整

備を行う。

県立病院勤務医ほか新
規医師確保　    １人

成

果

実
績
値

１　県立遠野病院に協力して医師の招へい活動を展開してきたが、医師の
　新規着任はなかった。しかし、活動を通して産婦人科医及び小児科医等
　不足する医師とのつながりができたことは、以降の招へい活動に弾みを
　つけることができた。

２　県立遠野病院勤務医の住居建築に向けた土地の斡旋や家庭菜園づくり
　等を継続実施し、生活環境整備を進めることができた。

３　市医師会員の研鑚支援と医療従事に係る活動支援をした。

県立病院勤務医ほか新
規医師確保　    ０人

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

4,465,000 4,152,202 379,467 3,772,735

事 業 名 地域ＩＣＴ遠野型健康増進ネットワーク事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

自発的な疾病予防をはじめ健康づくりのコミュニティ化を推進していく
ため、テレビ電話等の情報通信技術（ＩＣＴ）を活用。定期的に地区セン
ター等で健康状態を計測し、遠隔参加の医師と看護師等のコメディカルが
連動した遠隔健康指導・相談等による健康づくりを実施する。
参加料負担を伴う市単独事業として継続し、市内全エリアでの健康づく

り市民参加者の増加を図る。

市民参加者　　 400人
活動拠点　　　17会場
巡回指導延べ回数
　　　　　　 　805回
とすぽ等連携延べ開催
回数　　　　　　64回

成

果

実
績
値

１　遠野テレビなどのインターネット回線を活用して、市内17会場で健康
　づくりを進めた。
２　健康づくり、人づくり、地域づくりを柱とした遠野市健康づくり総合
　プログラムの中に位置付け、地区センター等を活動拠点とした健康づく
　りのネットワーク化を推進した。

３　テレビ電話等を活用した健康づくりのＩＣＴ利活用
　　①歩数、血圧、体組成等の計測と血液検査による健康情報の蓄積
　　②遠隔医師・看護師等コメディカルの連携による遠隔健康指導

４　東日本大震災による沿岸避難者にも支援を拡大した。

市民参加者　　 366人
活動拠点　　　17会場
巡回指導延べ回数
　　　　 　　　805回
とすぽ等連携延べ開催
回数　　　　　　51回

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

28,716,000 27,507,761 27,507,761

衛生費 - 59 -



一般財源

45,407,000 42,466,948 2,296,585 40,170,363

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

計
画
値

１　予防接種法に基づく適正な予防接種を実施することにより、市民の免
　疫保有率の向上を図り、伝染病の流行を抑制する。
２　乳幼児の予防接種は、集団でＢＣＧ、ポリオ、三種混合・個別で三種
　混合、ＭＲ１･２期を実施する。
３　児童生徒の予防接種は、各小・中学校を会場に、二種混合及びＭＲ３
　期を実施する。また、ＭＲ４期は個別で実施する。
４　インフルエンザ予防接種を実施する。
５　事業周知を図り接種率を高める。

集団接種率（ＢＣＧ・
ポリオ・二種混合・Ｍ
Ｒ３期）　　　 100％
個別接種率（三種混合
・ＭＲ１・２・４期）
　　　　　　　　85％
65歳以上のインフルエ
ンザ予防接種率
　　　　　　　　50％

成

果

実
績
値

１　乳幼児の予防接種は、健診や相談事業時に未接種者に対する個別指導
　を実施したことで高い接種率となり、伝染病予防に効果を上げた。
　特にも三種混合は、ヒブ、小児用肺炎球菌と集団接種時に同時接種を行
　なったことで、これまでの未接種者が接種し、高い接種率となった。

２　児童生徒の予防接種は、学校の協力で集団接種を実施したことで児童
　や保護者及び行政の負担軽減や高接種率を得た。

３　インフルエンザ予防接種は、生後６カ月から実施。19歳～64歳以外の
　年齢層に1,500円を公費助成し感染予防に努めた。

集団接種率　　98.8％
個別接種率　　87.8％
65歳以上インフルエン
ザ予防接種率
　　　　　　　58.5％
　　　　　(6,015人)

衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 ２

事
業
内
容

8,469,734 8,469,734

事 業 名 予防接種費 単位：円

４ 款 目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

予 防 費

一般財源

8,471,000

事
業
内
容

計
画
値

１　社団法人遠野市医師会に委託し、休日の救急医療診療を確保する。

２　遠野歯科医師会に委託し、日曜歯科診療を実施する。

３　岩手中部医療圏における休日及び夜間の第２次救急医療を確保する。

４　救急医療週間中に地域住民に対する救急医療知識の啓発普及に関する
　事業を行う。

休日診療当番
　年間実施日数  69日
日曜歯科診療当番
　年間実施日数  51日
救急医療講演会
　実施回数　　  １回

成

果

実
績
値

１　市内における医科の休日診療及び日曜日の歯科診療当番を計画し、
　診療日程表を作成して市民周知を図るとともに、計画どおり実施した。

２　市内及び中部地域の救急指定医療機関との連携により、市民生活の救
　急医療体制を確保した。

３　救急医療週間における『救急医療講演会』を市消防署と協力して開催
　し、救急医療の市民啓発と救急医療対処の充実を図った。

休日診療当番
　年間実施日数  69日
　患者数　　 2,186人
日曜歯科当番
　年間実施日数  51日
　患者数　　　 125人
救急医療講演会
　実施回数　 　 １回
  参加人数　　 124人

１ 目 保 健 衛 生 総 務 費

事 業 名 救急医療体制運営事業費 単位：円

４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費
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一般財源

25,886,000 23,834,438 10,630,000 13,204,438

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

計
画
値

　市営火葬場において、円滑な火葬業務を行う。
また、平成23年３月から引き続き、東日本大震災被災地からの遺体を受

け入れる。
なお、旧斎場は４月30日をもって業務を終了し、５月１日から新斎場が

稼働開始する。

成

果

実
績
値

　火葬業務を迅速かつ適正に実施した。
なお、５月１日から遠野市斎場「永遠の丘」が稼働開始し、火葬業務を

迅速かつ適正に実施することができた。
また、新たにペット火葬の受け入れも可能になり、市民の要望に応える

ことができた。

火葬件数　　 　582件
ペット火葬件数　71件

衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 ３

事
業
内
容

48,176,077 19,859,000 28,317,077

事 業 名 斎場運営費 単位：円

４ 款 目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

環 境 衛 生 費

一般財源

48,789,000

事
業
内
容

計
画
値

１　市区町村が実施主体となり「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事
　業」を実施することにより、市民の免疫保有率の向上を図り、疾病の
　罹患及び重症化を抑制する。

２　予防接種の種類は、個別で子宮頚がん予防ワクチン、個別もしくは
　集団接種でヒブ・インフルエンザ菌ｂ型ワクチン、小児用肺炎球菌ワ
　クチンを実施する。

３　事業周知を図り接種率を高める。

対象者の接種割合
（１回目接種者数）
　　　　　　　50.0％

成

果

実
績
値

１　未接種者に対し健診や相談事業時に個別指導を実施して高い接種率
　を得る事が出来た。特にも、ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンは集団接
　種時に同時接種を行なう事で高い接種率になった。

２　子宮頸がんワクチンについては、チラシや個別通知等を中学校及び
　高校にも配布を協力してもらう事で高い接種率を得る事が出来た。
　　また、再通知する事でより接種意識を高める事が出来た。

対象者の接種割合
（１回目接種者数）
・ヒブ        73.7％
・小児用肺炎  84.5％
・子宮頸がん予防
　　　　　　  92.1％

２ 目 予 防 費

事 業 名 子宮頸がん等ワクチン接種事業費 単位：円

４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費
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４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 ３ 目 環 境 衛 生 費

事 業 名 リサイクル促進事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

資源循環型社会の構築を推進するため、遠野市公衆衛生組合連合会が実
施する資源ごみのリサイクル、ごみの減量化等に関する事業に対して財政
的支援を行う。

　・護美箱クリーンアップ事業
　・生ごみ処理機等購入助成
　・生ごみ堆肥化促進剤購入助成
　・ごみ減量化物品購入助成
　・資源集団回収奨励金
　・地域環境美化推進事業

護美箱クリーンアップ
事業　　　　 150カ所
資源集団回収実施団体
数　　　　　　40団体

成

果

実
績
値

「護美箱クリーンアップ事業」を実施したことにより、ごみ集積所が衛
生的に管理され、ごみ分別に対する意識の高揚につながった。
「資源集団回収奨励金事業」及び「ごみ減量化物品購入助成事業」等に

より、資源ごみのリサイクル化が促進された。

護美箱クリーンアップ
事業　　　　　58カ所
資源集団回収実施団体
数　　　　　　41団体

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

3,800,000 2,830,635 2,830,635

事 業 名 斎場整備事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

施設の老朽化、駐車場及び会葬者の待合スペースの狭あい化など、様々
な課題を抱えている現斎場を新たに整備し、葬送の場にふさわしい厳かな
空間と、自然と調和した安らぎと暖かみのある施設として平成23年５月１
日に遠野市斎場「永遠の丘」が一部供用開始した。
新斎場を利用しながら旧斎場の解体、駐車場整備と植栽工事を進めるこ

とから、斎場利用者の安全確保に努め、スケジュール管理を徹底しながら
工事を実施する。

旧斎場解体工事　一式
駐車場整備工事　一式
植栽工事　　　　一式

成

果

実
績
値

旧斎場解体後、既存樹木を活用した植栽工事及び大型バス２台、普通自
動車約140台分の駐車場を整備し、遠野市斎場「永遠の丘」を全面供用開
始することができた。

旧斎場解体工事　一式
駐車場整備工事　一式
植栽工事　　　　一式

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

75,683,000 75,431,833 48,500,000 26,931,833
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一般財源

433,000 248,929 248,929

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

計
画
値

　環境基本計画に基づき、５つの基本目標毎に環境保全を図っていく。
　・環境審議会開催
　・「明日の遠野の環境を考えるフォーラム2011」の開催
　・市民環境団体活動支援（環境フロンティア遠野）

環境審議会開催
　　　　　　　　２回
環境フォーラムの開催
　　　　　　　　１回

成

果

実
績
値

　環境学習会及び環境フォーラムにおける環境に関する標語等コンク
ールや環境活動事例発表会など、市民とともに活動を展開したことに
とにより、環境保全に対する意識の高揚が図られた。
　・環境審議会の開催（4月18日・1月16日）
　・「明日の遠野の環境を考えるフォーラム2011」
　　11月19日開催（会場：あえりあ遠野中ホール）来場者121人
　・遠野の環境展2011
　　11月18日～20日開催（会場：市民センターホワイエ）来場者383人
　・川のある風景写真展
　　11月22日～11月27日開催（会場ショッピングセンターとぴあ）

環境審議会開催
　　　　　　　　２回
環境フォーラムの開催
　　　　　　　　１回

衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 ４

事
業
内
容

39,969,033 15,654,000 24,315,033

事 業 名 ふるさと遠野の環境を守り育てる推進事業費 単位：円

４ 款 目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

環 境 保 全 費

一般財源

40,116,000

事
業
内
容

計
画
値

農村地域や郊外においても生活様式の多様化により、家庭から排出され
る生活雑排水の量が年々増加し、生活環境の悪化や河川等の水質汚濁の要
因となっている。
そこで、集合処理（公共下水道、農業集落排水）以外の地域に、し尿と

生活雑排水を処理する浄化槽の設置を図ることにより、生活環境の改善及
び公衆衛生の向上に寄与する。

浄化槽設置基数  60基
計画人数　　   230人
(全人口に対する普及
率 0.77％)

目標基数　　 3,127基

成

果

実
績
値

し尿と生活雑排水を処理することにより、自然環境の保全、公衆衛生の
向上及び生活環境の改善に寄与している。
　浄化槽の設置者に対し設置事業費の一部を補助した。

　　５人槽　　625,000円×12世帯＝ 　7,500,000円
　　７人槽　　730,000円×41世帯＝　29,930,000円
　　10人槽　　925,000円×２世帯＝　 1,850,000円

浄化槽設置基数  55基
利用者数　     206人
(全人口に対する普及
率 0.70％)

全普及基数   1,090基

３ 目 環 境 衛 生 費

事 業 名 浄化槽設置事業費 単位：円

４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費
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４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 ４ 目 環 境 保 全 費

事 業 名 公害対策事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

公害発生の未然防止及び公害のない住みよい環境の維持を目的に、主と
して水質調査の実施や猿ヶ石川の保全活動に取り組む。
また、放射能問題による市民の安心、安全、不安解消策として、放射線

量測定器を購入し、市内の小学校の空間放射線量の測定を行うと共に、市
内の沢水、薪ストーブの灰等の放射性物質の濃度のサンプリング測定を行
う。

河川水質調査  13カ所
酸性雪調査　  ２カ所
放射線量測定器購入
　　　　　　    １台

成

果

実
績
値

河川水質調査等の実施により、市内河川の水質の状態が良好であること
が確認された。

放射線量測定器を購入し、市内11の小学校の空間線量の定期的な測定
と、市内の沢水、薪ストーブの灰等のサンプリング検査を実施し、広報、
ホームページ等で周知を図り、風評被害の防止と、市民に対する放射能知
識の普及啓発に努めた。

河川水質調査　13カ所
酸性雪調査　  ２カ所
放射線量測定器購入
　　　　　　　  １台
放射性物質サンプリン
グ検査　　　　  17件

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

2,056,000 1,722,439 65,000 1,657,439

事 業 名 環境学習推進事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

ごみの削減やリサイクル、二酸化炭素削減、水生生物調査等自然環境の
保全を啓発しながら、環境保全への理解を深め、自発的な活動につながる
ことを目的とし、子供達に環境教育と環境学習を推進する。

小中学校等環境学習会
の開催　　　　　66回

成

果

実
績
値

環境学習会の開催回数は前年度より増加しており、環境保全に対する意
識の高揚を図り、環境教育等の推進が図られた。
　・各小中学校等で水生生物調査による環境学習会実施（25回）
　・児童館等のこどもエコクラブで環境学習会実施（59回）
　・清養園クリーンセンター施設見学（10回）

小中学校等環境学習会
の開催　　　　　94回

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

323,000 157,604 157,604
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一般財源

60,393,000 58,769,925 4,982,000 9,151,305 44,636,620

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

事
業
内
容

計
画
値

　疾病の一次・二次予防に重点をおいた事業を実施し健康増進を図る。
　・健康手帳の交付：40歳を対象に交付
　・健康診査：各種がん検診（胃・大腸・肺・乳腺・子宮・前立
　　腺）、骨粗鬆症予防検診、成人歯科検診、肝炎ウイルス検診、基
　　本健康診査、結核健診の実施
　・健康教育：市民健康講座、事業所等での健康づくり教室の開催
　・健康相談：健診事後個別相談
　・訪問指導：要指導者への保健指導を実施

がん検診受診者数
①胃がん　 　3,500人
②大腸がん 　4,000人
③肺がん　 　3,900人
④乳腺がん 　1,300人
⑤子宮がん 　1,150人

成

果

実
績
値

がん疾患の周知や受診勧奨に努め、受診率ではすべての検診で昨年度を
上回った。特に大腸がん検診は無料クーポン券配布や受付時間を拡大する
などし計画値を上回る受診者数となり、疾病予防や早期発見に効果があっ
た。
要精密検査者に対しては、早期受診が必要なことから家庭訪問や電話で

受診勧奨を強化した。精密検査結果、25人のがん発見者があり早期治療や
医療費の抑制につながった。
また、検診結果に基づく事後指導が必要な者には、健康相談・家庭訪問

による個別指導を実施し、疾病予防等健康への支援を行った。

がん検診受診者数
①胃がん　 　3,188人
②大腸がん 　4,321人
③肺がん　 　3,849人
④乳腺がん 　1,201人
⑤子宮がん 　1,066人

健康づくり推進事業費

事 業 名 生活習慣病予防プログラム推進事業費 単位：円

４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費

一般財源

3,595,000 691,500 691,500

５ 目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

事
業
内
容

計
画
値

環境負担の少ない循環型社会の構築に向け、市民の環境に対する意識の
高揚、クリーンエネルギーの普及及び地域経済の活性化を図るため、住宅
用太陽光発電システムを設置する場合に要した経費に対し、市内で利用可
能な商品券により助成する。
助成対象は、市内に本店、支店営業所等を有する販売店、施工業者と請

負締結した場合に限り、市外業者の場合は対象外となる。

申請件数　　　　40件

成

果

実
績
値

市の広報、ホームページへの掲載、チラシの配布等により、事業の周知
を図った。住宅用太陽光発電システムの設置を市外業者と契約する場合が
多く、申請件数が見込みより少なかったが、市内の住宅用太陽光発電シス
テムの導入は増えており、クリーンエネルギーの普及が図られた。

申請件数　　　　６件

４ 目 環 境 保 全 費

事 業 名 太陽光発電システム導入促進事業費 単位：円

４ 款 衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費
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一般財源

19,385,000 17,776,117 17,776,117

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

計
画
値

花巻市、北上市、遠野市、西和賀町の３市１町で構成する岩手中部広域
行政組合において、平成27年10月の稼働を目標に進めている岩手中部地区
の一般廃棄物処理施設の建設に向けて、各種委託業務及び人件費等を負担
する。

・焼却施設に係る環境
影響評価業務
・中継施設生活環境影
響調査業務
・PFI等導入アドバイ
ザリー業務
・焼却施設の用地取得

成

果

実
績
値

焼却施設、中継施設(サテライトセンター)建設に係る各種委託業務等が
円滑に進められた。

・焼却施設に係る環境
影響評価業務
・中継施設生活環境影
響調査業務
・PFI等導入アドバイ
ザリー業務
・焼却施設の用地取得

衛 生 費 １ 項 保 健 衛 生 費 １

事
業
内
容

2,561,419 533,800 2,027,619

事 業 名 岩手中部広域行政組合負担金 単位：円

４ 款 目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

清 掃 総 務 費

一般財源

3,594,000

事
業
内
容

計
画
値

「遠野市健康づくり総合大学：とすぽ」は平成19年８月に開校し、市民
一人ひとりがそれぞれの年齢に応じた健康づくり活動が実践できるよう健
康教室を実施。
本校はスポーツ・保健・生涯学習が一体となった総合的な健康づくり活

動の実践。市内９地区センターをサテライト校として、地域の実情に応じ
た健康づくり活動を実践。

・健康づくり総合プロ
グラムの実践（本校及
びサテライト校におけ
る健康づくり教室の開
催）
・健康づくり総合大学
大学祭「ホット・ス
ポーツの集い」の開催

成

果

実
績
値

本校及びサテライト校で各種健康プログラムを実践した。年間を通して
市民一人ひとりが健康づくり活動に積極的に参加できるよう身近な施設を
活用し、多くの市民が継続して健康づくり活動を実践している。参加者か
らは健康づくり活動を行うことで、体の調子が良いなど好評だった。
また、23年度はＩＣＴと連携を図り、健康相談と併せ自宅で気軽にでき

る運動教室を実施した。
とすぽ大学祭は、沿岸被災地復興応援として、大船渡市・住田町・釜石

市・大槌町で健康づくり活動を実践している団体を招き、遠野市民と交流
を図りながら楽しい時間を共有することができた。

・本校スポーツ教室
　 72回・2,340人参加
・サテライト校
　108回・1,580人参加
・ＩＣＴ健康教室
　　 32回・292人参加
・とすぽ大学祭「心も
体もホット！スポーツ
の集い」
　 沿岸６団体121人、
　 総数235人参加

５ 目 健康づくり推進事業費

事 業 名 健康スポーツプログラム推進事業費 単位：円

４ 款 衛 生 費 ２ 項 保 健 衛 生 費

衛生費 - 66 -



一般財源

6,309,000 5,596,500 5,596,500

成

果

実
績
値

　両施設とも基準値の超過は見られなかった。 遠野市不燃物埋立地
水質検査　　　　一式

宮守村一般廃棄物最終
処分場水質等検査
　　　　　　　　一式

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

事 業 名 不燃物埋立地閉鎖事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

宮守村一般廃棄物最終処分場の閉鎖に向けて、所要の調査を実施する。
また、下流域の住民の安心・安全のために、遠野市不燃物埋立地の浸出水
の水質検査を年一回実施する。

遠野市不燃物埋立地
水質検査　　　　一式

宮守村一般廃棄物最終
処分場水質等検査
　　　　　　　　一式

一般財源

67,678,000 66,437,952 31,500 66,406,452

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

事
業
内
容

計
画
値

家庭から排出されるごみは、一般廃棄物として自治体の責任において処
理することになっていることから、収集業務を業者に委託し、生活環境の
保全と公衆衛生の向上を図る。

収集日数　　　 258日
一人当たりの年間ごみ
排出量   　    293kg

成

果

実
績
値

　適正に委託業務が行われ、生活環境の保全が図られた。
・平成23年４月に「環境基本計画」、５月には「地球温暖化対策実行
　計画」を策定した。
・平成24年度から「プラスチック製容器包装」の拡大収集が始まるた
　め、環境学習会を各行政区、各団体等に説明会を開催し、ごみ減量
　へ市民の高揚を図った。
　①行政区数→102区、延べ2,841人
　②各種団体→36団体、延べ1,503人
・清養園クリーンセンターを活用して、児童生徒を対象にごみ減量等
　の学習会を実施した。
・学習会117回、延べ307人

収集日数　　　 258日
一人当たりの年間ごみ
排出量　　　　 321kg

２ 目 塵 芥 処 理 費

事 業 名 塵芥収集処理費 単位：円

４ 款 衛 生 費 ２ 項 清 掃 費

衛生費 - 67 -



４ 款 衛 生 費 ２ 項 清 掃 費 ２ 目 塵 芥 処 理 費

事 業 名 再生利用施設運営費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

一般家庭から排出される資源ごみを分別・保管するとともに、不燃ごみ
と粗大ごみを破砕し、鉄とアルミに選別して有価物の再生利用を促進す
る。

年間処理計画
資源ごみ　　 1,219ｔ
不燃・粗大ごみ 619ｔ

成

果

実
績
値

　施設の適正な運営管理が行われ、有価物の再生利用の促進が図られた。 年間処理量
資源ごみ　　 1,386ｔ
不燃・粗大ごみ 714ｔ
震災関連により増加

目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

し 尿 処 理 費

一般財源

40,333,000 39,344,289 17,570,794 21,773,495

事 業 名 し尿処理費 単位：円

４ 款 衛 生 費 ２ 項 清 掃 費 ３

事
業
内
容

計
画
値

家庭から排出されるし尿は、一般廃棄物として自治体の責任において処
理することになっていることから、収集業務を業者に委託し、生活環境の
保全を図る。

収集件数　  26,600件
収集量　　  20,300kℓ

成

果

実
績
値

　し尿収集業務が円滑に行われ、生活環境の保全が図られた。 収集件数  　26,299件
収集量　　  19,839kℓ

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

106,094,000 104,111,210 99,603,350 4,507,860

衛生費 - 68 -


